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「学校施設長寿命化計画」策定の背景・目的

区の公共施設の半分以上の面積を占める学校施設は、小学校の約４割、中学校の約３割の校舎等が建築から50年以上を経過する等

全体的に施設の劣化が進んでいます。本計画は、施設の長寿命化などによりコストの縮減・平準化を図りつつ、適正に施設整備を行

うことを目的とします。

（本文１ページ）

学校施設の目指すべき姿 （本文３ページ）

（１）安全・安心かつ快適な施設環境

学校は、児童・生徒が一日の大半の時間を過ごす学習・生活の場であるため、安全・安心かつ快適な施設環境を確保すること

が必要です。

児童・生徒が毎日行きたくなる魅力ある学校であるよう、安全性、快適性に配慮した施設整備を図ります。また、年齢や障害

の有無にかかわらず誰もが学校施設を利用できるよう、ユニバーサルデザイン化を積極的に進めていきます。

（２）時代のニーズに応えた教育環境

近年の教育内容・方法の多様化を踏まえ、時代に即した多機能かつ高機能な教育環境の確保が必要です。また、情報化の進展

と普及に伴い、ＩＣＴ環境の一体的な整備を効率的に進めることが必要です。

児童・生徒一人ひとりの教育ニーズに応じて、少人数学習や特別支援教育に対応した施設の整備を進めていきます。また、Ｌ

ＥＤ照明など省エネルギー化により環境に配慮した施設整備に積極的に取組みます。

（３）地域の学習･防災拠点としての学校

学校は、児童・生徒の教育施設であるだけでなく、地域の防災拠点や避難所、さらには生涯スポーツの場としての役割も果た

す施設です。このため、それぞれの役割に応じた機能を備えるとともに、安全・安心な施設環境を確保することが必要です。

誰もが安全に安心して利用できるよう、地域とともにある学校としてふさわしい機能を整備していきます。

葛飾区学校施設長寿命化計画 概要版
葛飾区教育委員会
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児童・生徒数、学級数の推移及び将来推計

本区の児童・生徒数は、戦後、急激に増加しましたが、昭和52（1977）年度の5.7万人をピークに減少に転じ、平成10（1998）年

頃には約3.1万人となりました。その後は、現在に至るまで横ばい傾向が続いています。平成30（2018）年度は2.9万人で、ピーク時

の昭和52(1977)年度と比較して2.8万人減少し、40年間で約半分となっています。今後30年間の推計でも同様に横ばい傾向が続く見

込みです。

＜児童・生徒数、学級数の推移及び将来予測＞

（本文８ページ）
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小学校49校

中学校24校

2001年～現在

合計73校
小学校55校

中学校24校

1982年(学校数ピーク時)

合計79校
小学校52校

中学校22校

1977年

合計74校

【小学校・中学校の児童・生徒数推移*】

ここ約20年間はほぼ

横ばい

小学校の再編

(1998～2001 小学校55校⇒49校)

1977年度 小学校

児童数 40,143人

1977年度 中学校

生徒数 17,212人

1977年度 児童生徒数の

ピーク 57,355人
現在

2018年度
児童生徒数

29,082人

2018年度 児童数
20,542人

2018年度生徒数
8,540人

2023年度
29,722人

今後30年間も

ほぼ横ばい

40年間で2.8万人減少(-49%)

2038年度
19,822人

2038年度
28,163人

2038年度
8,341人

2048年度
8,656人

2048年度
20,527人

2048年度
29,183人

今後のピーク

20,991人

8,731人

H30 H35 H50 H60

（学級/校）

＊特別支援学級（固定級）・夜間学級の

児童生徒数・学級数については、

・過去～現在：含む

・将来 ：2018年５月１日現在の数値を

毎年計上する（横引き）

ピーク時の51％

S52
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建物状況

学校施設の状況を把握するため、様々な情報を整理し建物情報一覧表に一元化しました。

（本文別添-1～別添‐27）

1 校舎-1 0021,0022 校舎 RC 3 1,003 1957 S32 61 B B C C C – C C – 個別 Ⅱ B Ⅰ Ⅲ Ⅱ - Ⅰ -

2 校舎-2 0031､0032 校舎 RC 3 1,727 1961 S37 57 B B C C C – C C – 個別 Ⅱ B - Ⅲ Ⅱ - Ⅰ Ⅰ

3 校舎・屋上プール 004 校舎 RC 3 1,035 1975 S50 43 – B C C C – C C – 個別 プール B - Ⅰ Ⅱ - Ⅰ -

4 体育館（地域連携施設含む） 0181,0182 複合体育館 RC 3 1,492 1989 H1 29 B B C C B – C C – - Ⅰ – - Ⅰ Ⅱ - Ⅰ -

1 校舎-1
0091,0092,00

93,0094
校舎 RC 4 4,090 1968 S43 50 B A C B C – C C –

塗膜防
水

複層
塗材

個別 Ⅱ B Ⅱ Ⅲ Ⅰ - Ⅱ -

2 体育館 015 体育館 RC 1 560 1973 S48 45 C A C C C – C C –
複層
塗材

- Ⅰ – - Ⅲ Ⅰ - Ⅰ -

3 プール棟 017 その他 RC 1 309 1973 S48 45 – C C C C – C C - - Ⅰ – - Ⅰ Ⅰ - Ⅰ -

1 校舎-1
0111､0112､

0113
校舎 RC 3 3,509 1969 S44 49 A B C B C – C C – 個別 Ⅱ B - Ⅲ Ⅱ - Ⅰ -

2 校舎-4 013 校舎 RC 3 910 1976 S51 42 A B C B C – C C – 個別 Ⅱ B Ⅱ Ⅲ Ⅱ - Ⅱ Ⅰ

3 体育館（地域連携施設含む）
0261,0262,02

63
複合体育館 S 1 1,285 2004 H16 14 B B A B B – B B – - Ⅰ – Ⅰ Ⅲ Ⅱ - Ⅲ -

4 プール棟 0181,0182 その他 RC 1 410 1977 S52 41 – C C C C – C C – - Ⅱ – - Ⅰ Ⅱ - Ⅰ -

1 校舎-1
0041､0042､

0043
校舎 RC 3 2,012 1966 S41 52 B A C C C – C C – 個別 Ⅱ B - Ⅱ Ⅰ - Ⅱ Ⅰ

2 校舎-4 0051､0052 校舎 RC 3 1,667 1969 S44 49 B A C C C – C C – 個別 Ⅱ B - Ⅲ Ⅰ - Ⅰ -

3 校舎・屋上プール 011 校舎 RC 2 822 1978 S53 40 – A C C C – C C –
塗膜防
水

複層
塗材

個別 プール B - Ⅱ Ⅰ - Ⅰ -

4 体育館（地域連携含む） 0151,0152 複合体育館 RC 1 1,258 1992 H4 26 C A C C B – C C – - Ⅰ – Ⅰ Ⅰ Ⅱ - Ⅰ -

1 校舎 016 校舎 RC 3 755 1973 S48 45 C A C B C – B B – 個別 Ⅰ B - - Ⅰ - Ⅰ -

2 校舎・体育館・屋上プール
0171,0172,01

91,0192
一体型 RC 4 4,989 1980 S55 38 – A C B C – B B –

塗膜防
水

複層
塗材

個別 プール B Ⅰ Ⅱ Ⅰ - Ⅰ -

1 校舎-1
0091､0092､

0093
校舎 RC 3 2,466 1969 S44 49 A A C A C – C C – 個別 Ⅱ B - Ⅲ Ⅱ - Ⅰ -

2 校舎-3
0161,0162､

0163
校舎 RC 3 2,736 1972 S47 46 A A C A C – C C –

塗膜防
水

複層
塗材

個別 Ⅱ B Ⅱ Ⅲ Ⅱ - Ⅱ -

3 校舎-5 019 校舎 RC 2 601 1977 S52 41 A A C A C – C C – 個別 Ⅰ B - - Ⅰ - Ⅰ -

4 体育館・屋上プール 007 体育館 RC 4 2,083 2017 H29 1 – A A A A A A A A
鋼板平
葺

複層
塗材

個別 プール – Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅰ

1 校舎-1
0041､0042､

0043
校舎 RC 3 2,400 1965 S40 53 A A C B B – C C – 個別 Ⅱ B - Ⅱ Ⅰ - Ⅰ -

2 校舎及び体育館 0061,0062 一体型 RC 3 1,880 1969 S44 49 A A C B B – B B – 個別 Ⅰ B - - Ⅰ - Ⅰ -

3 校舎-2 014 校舎 RC 2 459 1977 S52 41 A A C B C – B B – 個別 Ⅰ C - Ⅲ Ⅰ - Ⅰ -

4 プール専用附属室 010,011 その他 CB 1 41 1973 S48 45 C C C C C – C C – - Ⅱ – - Ⅰ Ⅰ - Ⅰ -

2017年度部位の経年評価
仕様

建築 電気 機械

保全工事計画対象外の部位の状況

建築 設備

保全工事計画対象部位

ガ
ス
設
備

屋
根
仕
上
げ
・

屋
上
防
水
等

外
壁

高
圧
引
込
設
備

受
変
電
設
備

自
家
発
電
設
備

蓄
電
池
設
備

屋
根
仕
上
げ
・

屋
上
防
水
等

外
壁

空
調
設
備
等

太
陽
光
発
電
設
備

発
電
設
備

屋
上
活
用

学校
調査
番号

施設名
構
造

階
数

延床
面積
（㎡）

建築年度

築
年
数

表
示
順

棟名 棟番号
建物
用途

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

L

E

D

照
明

空
調
リ
ー

ス

誰
で
も
ト
イ
レ

ト
イ
レ

（
ド
ラ
イ
化

）

バ
リ
ア
フ
リ
ー

（
校
地

）

バ
リ
ア
フ
リ
ー

誘
導
灯
・
非
常
照
明
・
自

動
火
災
報
知
設
備
等

給
排
水
衛
生
設
備
等

消
火
設
備
等

空
調
設
備
等

排
煙
設
備

941
本田
小学校

B

西暦 和暦

昇
降
機
設
備

Ⅰ -C – –

C – –

Ⅱ -A C – –

943
葛飾
小学校

B

944
梅田
小学校

Ⅱ -

Ⅱ -B C – –946
南綾瀬
小学校

Ⅱ -C – –945
渋江
小学校

A

Ⅰ ⅠC – –947
上千葉
小学校

B

Ⅱ -B C – –948
堀切
小学校

建物基本情報
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学校施設関連経費の推移（平成19～28年）

＜学校施設関連経費の推移＞

（本文34～35ページ）

機
能
向
上
等

必
ず
行
う
必
要
が
あ
る
機
能
回
復
及
び
耐
震
補
強
等

2007（H19）年度～2016（H28）年度の実績額 261億円 年平均26.1億円

（億円）

0

5

10

15

20

25

30
(億円)

0
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10

15

20

25

30

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

8.0

億
/

年

9.6

億
/

年

2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

6.4億円

5.7億円

1.9億円

5.5億円

5.4億円

2.0億円

耐震改修

（H9 ～H20）
平均1.2億円

14.0億円

8.2億円

1.7億円

6.0億円

2.1億円

7.4億円

2.2億円

8.5億円

1.9億円

8.3億円

2.2億円

6.8億円

2.4億円

9.1億円

2.3億円

9.3億円

2.3億円

12.9億円

10.0億円 8.2億円
9.8億円

10.9億円 11.1億円
9.7億円

11.7億円 11.9億円

機能回復＋修繕

(部位の更新・修繕）
平均9.6億円

機能回復（部位の更新）

（校舎、体育館、プール、校庭等）

花の木小学校

校舎増築等

修繕費

増築

（借上校舎）
平均0.5億円

保全工事計画
2016～2020年度

0.3億円0.3億円

0.5億円
0.5億円0.5億円

0.2億円

0.2億円

12.0億円

1.8億円

1.0億円

13.4億円

13.0億円

14.3億円

17.9億円

8.9億円
9.8億円

8.2億円 7.1億円

21.0億円

28.8億円

改築

（校舎、体育館、プール等）

平均5.0億円

校地取得

平均1.9億円

上平井中学校

武道場新設費

（1.5億円・約28万円/㎡）

中青戸小学校

校舎・体育館改築費

（39億円・約40万円/㎡）

金町小学校

第二校庭取得費

葛飾小学校

第二校庭取得費

学習環境
（空調リース・トイレ改良等）

平均8.0億円

0.5億円

26.4億円

14.6億円

8.2億円

6.8億円

3.0億円

3.8億円

1.1億円

上千葉小学校

体育館改築費

（8億円・約40万円/㎡）

トイレ改良

空調リース

その他学習環境の向上

（校庭芝生化・校庭整備等）

2.2億円

3.7億円

4.4億円

2.8億円

4.4億円

3.1億円
1.7億円 0.4億円

3.9億円

3.3億円

2.7億円

3.7億円

0.1億円

2.9億円

4.1億円

0.6億円

10.0億円

4.2億円

1.6億円

4.1億円

3.6億円

0.6億円

3.3億円

2.6億円

0.8億円

1.5億円

2.4億円

1.2億円

10年間196億円
年あたり約20億円

2020年までの5年間は工
事内訳があり、その後は、
長期推計により、2025年ま
では、約25億円/年、2026

年以降は約18億円/年

これまでの10年間では、主に
・トイレ改良工事（年平均3.9億円）
・空調リース（年平均3.3億円）
・その他学習環境（年平均0.8億円）

これまでの10年間では、主に
・部位改修（年平均7.5億円）
・修繕工事（年平均2.1億円）

これまでの10年間では、主に
・改築（年平均5.2億円）
・校地取得等（年平均1.9億円）

機能向上等

年平均15.1億円

機能回復及び耐震補強

年平均11.0億円

・耐震改修（年平均1.2億円）
・増築（年平均0.2億円）
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学校施設の規模・配置の方針

今回行った児童・生徒数、学級数の推計では、区全体で

はほぼ横ばいという結果でしたが、地域・学校別によって

は増加や減少が見込まれているところもあります。各学校

の児童・生徒数、学級数は、まちづくりの状況等により

刻々と変化することから、これからもまちづくりの状況や

人口変動などを注視し、適正な規模の学校を配置すること

を進め、学習環境を整えていけるような施設整備を実施し

ます。

（本文40ページ）

今後は、「改築、一部改築（建替え）」や「修繕工事」に加え、

保全工事計画と合わせて、学校ごとに検討し内部改修も含めた必

要な機能向上を図る「長寿命化改修」を実施します。

学校に関する工事項目 （本文48ページ）

改築、一部改築（建替え）

【保全工事計画対象部位（緊急性が高い部位）】
○ 屋上防水等 ○ 外壁 ○ 屋根仕上げ

○ 高圧引込設備 ○ 受変電設備

○ 給排水衛生設備等

【保全工事計画の工事に合わせた機能性向上（案）＝改良保全】
○ ユニバーサルデザイン（トイレ洋式化・多機能化、段差解消のスロープ設置）

○ 省エネルギー化工事（太陽光発電、LED化など） ○ 災害に備えた施設機能

○ 内装改修（床、壁、パーテーション、黒板など）

【教育環境の向上のための工事（案）】
○ 多目的教室、学習センターなどへの改修（多様な教育環境のための改修）

○ インクルーシブ教育（ユニバーサルデザイン）のためのエレベーター設置など

○ 校庭の人工芝生化・天然芝生化 ○ 夜間照明の設置

【教育環境の維持のための工事（案）】
○ 校庭舗装 ○ プール塗装 ○ サッシ改修 ○ 体育館改修（床・内装）

○ 給食室改修 ○ 各所の鉄部塗装

【地域の核となる施設のための工事（案）】
○ 夜間照明の設置 ○ 防災の機能向上 ○ 開放しやすいレイアウト

大
規
模
改
修

修繕工事

長寿命化改修
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コスト試算

今後20年間の学校の整備をシミュレーションしました。

（本文51～52ページ）

今後10年間 21年目以降次の10年間

案２ 年に２校ずつ改築、１校ずつ長寿命化改修

20年間

20年後

• 20年間で39校
改築に着手

大規模改修

• 長寿命化改修を年

１校ずつスタート

築60年前後に

長寿命化改修

築20年未満の比較

的新しい学校は築

40年目に長寿命化

改修

20年後 大規模改修

20年後の改修時期に

は概ね築80年を迎える

• 老朽化に応じて部位改

修を実施する

• 老朽化に応じて部位改

修を実施する

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

• 改築計画が進行し

ている学校は2026

年までにすべて改

築完了

21

小松中

①校

機能向上・機能回復

機能回復

機能回復

2019～2028 2029～2038 2039～

本田中
東金町小

西小菅小
高砂小
高砂中

水元小
道上小
二上小

• 2026年から古い学校の改

築を年２校ずつスタート

機能向上・機能回復

よつぎ小
常盤中
宝木塚小
柴又小

Ａ校
Ｂ校

Ｃ校
Ｄ校
Ｅ校
Ｆ校

• 20年間で18校
改修に着手

②校
③校
④校
⑤校
⑥校

• 改築後は20年周期で

長寿命化改修を実施

（以下同様）

今後10年間 21年目以降次の10年間

案１ 年に１校ずつ改築、２校ずつ長寿命化改修

20年間

20年後
大規模改修

• 長寿命化改修を年

２校ずつスタート

築60年前後に

長寿命化改修

築20年未満の比較

的新しい学校は築

40年目に長寿命化

改修

20年後

20年後の改修時期

には概ね築80年を

迎える

さらに長寿命化を図

る場合は、躯体の

詳細調査が必要

• 老朽化に応じて部位改

修を実施する

• 老朽化に応じて部位改

修を実施する

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

• 改築計画が進行し

ている学校は2026

年までにすべて改

築完了

21

小松中

①校

機能向上・機能回復

機能回復

機能回復

2019～2028 2029～2038 2039～

本田中
東金町小

西小菅小
高砂小
高砂中

水元小
道上小
二上小

• 2026年から古い学校の改

築を年１校ずつスタート 機能向上・機能回復

②校
③校
④校

⑤校
⑥校

よつぎ小
常盤中
宝木塚小
柴又小

Ａ校
Ｂ校
Ｃ校

• 改築後は20年周期で

長寿命化改修を実施

（以下同様）

• 20年間で26校
改築に着手

大規模改修

• 2038年までに着手する学校は、

最も遅くても築66年目に改築

• 20年間で36校
改修に着手

20年後の改修時期に

は概ね築100年程度
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今後10年間の短期計画（案）

長寿命化改修は、保全工事計画の部位改修と、内部改修及び機能向上等の工事を併せて合理的・効率的に長寿命化を図ります。

短期計画のコスト配分は下に示す通りになります。

（本文53ページ）

年ごとの総額は、53.0億円から99.1億円となります。改築は、17.5億円から53.4億円、長寿命化改修は、3.8億円から16.7億円と

なります。

改
築

小松中

本田中

東金町小

改
築

高砂小

高砂中

西小菅小

改
築

高砂小

高砂中

改
築

西小菅小

高砂小

高砂中

水元小

改
築

長寿命化

長寿命化

改修

長寿命化

改修

長寿命化

改修

長寿命化

改修

長寿命化

改修

保全工事

計画

保全工事

計画

保全工事

計画

保全工事

計画

保全工事

計画

保全工事

計画

保全工事

計画

3.4億円 4.4億円 4.4億円 4.4億円
空調リース等

4.6億円
4.7億円 4.9億円

17.2億円
17.8億円

24.9億円 24.9億円 24.9億円 24.9億円 24.9億円

3.8億円
6.9億円

11.0億円
14.5億円 13.5億円 14.0億円 13.3億円

26.5

億円

35.9

億円

19.5

億円

34.7

億円 28.8

億円

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

53.0億円

67.1億円

61.9億円

80.6億円

73.8億円

経常修繕 2.1億円

道上小

水元小

道上小

二上小

よつぎ小

53.4

億円

柴又小

99.1億円

改
築

83.4億円

38.2

億円

水元小

道上小

二上小

よつぎ小

常盤中

宝木塚小

柴又小

二上小

よつぎ小

常盤中

宝木塚小

長寿命化

改修

保全工事

計画

5.1億円

18.3億円

15.1億円

2026

改
築

74.7億円

34.1

億円

柴又小

常盤中

宝木塚小

Ａ校

長寿命化

改修

保全工事

計画

5.2億円

18.3億円

16.6億円

2027

改
築

59.7億円

Ａ校
17.5

億円

Ｂ校

長寿命化

改修

保全工事

計画

5.2億円

18.3億円

16.7億円

2028

改
築

66.6億円

Ａ校

Ｂ校

Ｃ校

24.3

億円

東金町小

本田中

西小菅小

改
築
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計画の継続的運用方針

１ 情報の蓄積と活用

施設整備を効率的かつ効果的に進めていくためには、①施設の点検・評価によって現状を的確に把握し、それを踏まえた上で整備

計画を策定し（Ｐｌａｎ）、②計画に基づき、適切な改修や日常的な維持管理を実施し（Ｄｏ）、③整備による効果の検証を継続的

に行うとともに、より効果的な整備手法など改善すべき点について課題を整理し（Ｃｈｅｃｋ）、④次期計画に適切に反映していく

（Ａｃｔｉｏｎ）、というＰＤＣＡサイクルを確立することが重要です。

そのためのツールとして、本計画策定の中で整備した「建物情報一覧表」を活用して、劣化状況を更新していくとともに、改修履

歴は最新の状態にし、学校施設のマネジメントに活用していきます。

さらに、サービスのマネジメントとして、学校教育だけの視点だけでなく、地域の拠点として公益施設としての利用状況と区民

ニーズの把握やサービスのあり方のチェックを加え、地域の中の学校としても管理していきます。

２ 推進体制等の整備

学校施設の適切な維持・管理のため、継続的な点検や効率的な運用が重要です。建築基準法第12条による点検や消防設備点検など

の各種点検報告書を活用し、また、学校と連携・協力しながら、学校施設の劣化状況等の確実な把握に努めます。

本計画は、葛飾区公共施設等経営基本方針を踏まえて、学校施設の所管課が中心となって推進していきますが、他の施設と複合化

を検討する場合等、より有効な活用ができるように関連部署と協力して計画を進めていきます。

３ フォローアップ

本計画は、学校施設の改修等の優先順位を仮設定し、標準的な費用の見込額を算出しています。今後、劣化状況や学校教育を取り

巻く環境の変化、児童・生徒数の推移等を反映し、計画の見直しを図りつつ、実施年度や個別の事業費等を精査し、事業を実施する

ものとします。

（本文54ページ）


